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           WITH BONE METASTASIS
Tomio ARAKI, Ichiro  CHIGUSA and Kaoru SAITOH 
  From the Department of Urology, Chusei General Hospital
   A case of malignant ectopic pheochromocytoma with rib and pelvic bone metastasis, in a 
27-year-old male, is presented. Primary tumor and metastatic tumors were excised surgically. 
Radiation to pelvic bone and chemotherapy with cyclophosphamide, vincristine, and dacarbazin 
were done. Now, serum noradrenalin level is slightly high but he has no symptoms and no signs 
of metastasis or reccurence. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 35: 1005-1007, 1989) 

















既 往歴:肝 障 害
現 病 歴11987年4月頃 よ り高 血 圧 に 気づ き,1某院 通
院 中 で あ った.7月9日 仕 事 先 で突 然 右下 腹 部 痛 が 出
現 し,近 医 を受 診.尿 管 結 石 を 疑 われ た た め,同 日夜
間 当科 を 受診 し,疹 痛 が強 い た め 入 院 とな った.
入 院 時 現 症:顔 面 は 紅 潮,皮 膚 は 湿 潤 で 発汗 過 多で
あ った.血 圧174/130mmHgであ った が,大 き な変
動 を認 め た.左 上腹 部 に 圧 痛 を 伴 う手 挙 大 の腫 瘤 を触
知 した.ま た,左 腸 骨 部 に は圧 痛 を 認 め た.
一 般 検 査 所 見:白 血 球14,800以外 に 末 梢血 に異 常 な
く,血 液 生 化 学 で はLDH,血 糖 の 上 昇を 認 め,759
0GTTで 糖 尿病 パ ター ンを示 し,尿 糖 も陽性 で あ っ
た(Table1).眼底 に はScheieHl-2の変 化 を認 め
た.
内分 泌学 的 検 査:末 梢 血 でrenin,noradrenalin
が異 常 高値 で,尿 中 で もVMA,noradrenalinが高





















































た.周 囲 に腫 大 した リンパ節 は認 め な か った.つ ぎ
に,腹 臥位 で腸 骨 腫 瘍 を 摘 出 した.同 部 の 骨皮 質 は 脆
く,易 出血 性 で,海 綿 骨 部 も暗 赤 色 を 呈 して い た.後
腹 膜 腫 瘍 は皮 膜 に 覆 わ れ 暗 赤 色 で,割 面 は 褐 色 で微 小
な 出血 斑 を 認 めた.病 理 組 織 学 的 に は,広 く穎 粒 状 の
細胞 質 を 有 す るpolygonalcellの充 実 性 増 生 が み ら
れ,毛 細 血 管 に 富 ん で いた.細 胞 異 型 性 は 著 明 で は な
く,腫 瘍 は 比 較 的 よ く被覆 され て いた.腸 骨 腫 瘍 は 同
様 の細 胞 が 浸 潤 性 に 増 生 して いた.術 後 血 圧 は 安 定 し
て いた が,血 中,尿 中noradrenalin,尿中VMAが
正 常 値 を越 え る た め(Table2),左腸 骨 部 に4,000
radのradiationを施 行 した.ま た,99mTc骨 シ ン
チで 左 第7肋 骨 に集 積 像 を 認 め た.X線 学的 検 査 で は
転 移 か 手 術 体 位 の た め の 骨折 か 診 断 で き な か った た
め,9月25日NLA全 身 麻 酔下 に 第7肋 骨 の部 分 切
除 を 施 行 した.同 部 の 骨皮 質は 脆 く,膨 隆 して いた.
病 理 組 織 学 的 に 褐 色 細 胞 腫 の肋 骨 転 移 と診 断 され た.
そ の た め 術 後cyclophosphamide1,000mg(day
1),vincristine2mg(dayI),dacarbazine500
mgx2(day1,2)のcombinationchemotherapy
を21日周 期 で3コ ース 施 行 した.現 在 マ ー カ ーは や や
高 値 であ るが,明 らか な転 移 所 見 は な く血 圧 も正 常 域































較 的 良 好 な結 果 を 得 た と報 告 して い る。 本 症 例 は 術 後
明 らか な 転 移 巣を 認 め な いた めdacarbazineを半 量
と して このcombinationchemotherapyを施 行 し
た.現 在 寛 解 状態 であ り,厳 重に 外 来経 過観 察 中 で あ
る が,再 発 転 移 の兆 候 が あ れ ば さ らに 種 々の治 療 が 必
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